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【手続補正書】
【提出日】平成23年5月11日(2011.5.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検体の計測部位に光を照射する光源部と、
前記光源部から照射され前記計測部位を透過した光を検出する検出部と、
前記検出部による検出結果に基づいて、前記計測部位における血中物質の濃度に応じた情
報を算出する信号処理部と、
を有し、
前記信号処理部は、
前記血中物質の濃度に応じた情報に基づいて、被検体の唾液の分泌量を算出し出力するこ
とを特徴とする生体光計測装置。
【請求項２】
　前記生体光計測装置は、
前記信号処理部から出力された前記分泌量を表示する表示部を有することを特徴とする請
求項１記載の生体光計測装置。
【請求項３】
　前記信号処理部は、
前記分泌量の時系列変化を前記表示部に表示させることを特徴とする請求項２記載の生体
計測装置。
【請求項４】
　前記生体光計測装置は、
複数の前記光源部と、複数の前記検出部とを有し、
前記信号処理部は、
複数の前記計測部位における前記分泌量をそれぞれ算出し、
前記表示部に前記複数の計測部位それぞれの前記分泌量の時系列変化を表示させることを
特徴とする請求項２記載の生体光計測装置。
【請求項５】
　　前記信号処理部は、
第一の前記分泌量と第二の前記分泌量との差を算出し、前記表示部に表示させることを特
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徴とする請求項４記載の生体光計測装置。
【請求項６】
前記第一の分泌量と前記第二の分泌量は、
被検体のこめかみ部、頬上部、頬下部、顎下部のいずれかあるいは全ての部位における左
右それぞれに装着された、第一の前記検出部による前記検出結果と第二の前記検出部によ
る前記検出結果に基づくものであることを特徴とする請求項５記載の生体光計測装置。
【請求項７】
　前記生体光計測装置は、
前記光源部を保持するマウスピースを有することを特徴とする請求項１記載の生体光計測
装置。
【請求項８】
　前記生体光計測装置は、
被検体に刺激を提示する刺激制御装置を備えることを特徴とする請求項１記載の生体光計
測装置。
【請求項９】
　前記刺激制御装置は、
被検体に刺激を提示する刺激発生装置部と、
前記刺激を発生させるタイミングを制御する制御部と、
前記刺激を提示させるためのデータを記憶する記憶部と、
を備えることを特徴とする請求項８記載の生体光計測装置
【請求項１０】
　前記信号処理部は、
計測が開始されてから前記刺激が提示されるまでの期間と、前記刺激が提示されてから所
定の時間が経過するまでの期間とを一組の計測期間として、前記分泌量の時系列変化を算
出することを特徴とする請求項８または９記載の生体計測装置。


	header
	written-amendment

